
ホルムアルデヒド濃度低減効果測定

某医療センター 臨床検査科 病理検査室 切出し室のホルムアルデヒド濃度低減効果測定を行った。

実験機種 ： ＳＳＣ－１０i （風量１m3／min）
ＳＳＣ－２０i（風量２．５m3／min）

実験場所 ： 4.6×6.0×2.5ｍ＝69m3 病理検査室 切出し室

実装フィルター ： 奥行１２０ × 幅２９５ × 厚み１５mm
（ＳＳＣ－１０i ２枚、ＳＳＣ－２０i ５枚）

実験方法 ： 検知管によりホルムアルデヒド濃度を測定 （天井換気装置は終日稼動）

実験目的 ： ホルムアルデヒドを使用している現場でどれ位の効果が発揮できるか

ホルムアルデヒド濃度低減効果測定
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2007.07.23 非稼動時

2007.07.25 稼動時 (ssc-10i・ｓｓｃ-20i)

2007.07.25 稼動時 (ssc-10i・ｓｓｃ-20i 各2台)

【測定時の作業条件は、ほぼ同じ】

8：30 10：30 12：30 14：30 16：30 18：30 （時 刻）
始業時 切出し準備 午前中の切出し 切り出し中 切り出し中 切り出し終了
検体提出 11時より切出し開始 終了30分後 1時間30分後
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【ホルムアルデヒド濃度低減グラフ】


